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① 河川改修（日方川：河道掘削、橋梁架替） 和歌山県

（全区間河道掘削）

位置図

標準断面図

写真①

日方川

写真①

写真②

○日方川の日方地区では、流下能力向上のため、河道掘削や橋梁架替を実施。

日方川

写真②
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橋梁架替（下橋）
R3.8完成

橋梁架替（大橋）



② 浸水対策事業 （日方川）

●浸水被害の軽減を図るため12箇所の雨水ポンプ場を有しており、施設の
持続的な機能確保を行うため、老朽化施設の改築を実施。

海南市

N

1.琴ノ浦ポンプ場(外観) 1.琴ノ浦ポンプ場(内観)

２



③ 法面工 和歌山県

３

○日方川流域において、土砂流出による道路、人家等への被害を防止
するため、地すべり対策施設の整備を行う。

地すべり対策施設の整備位置図

アンカー工

地表面の変状

別所地区地すべり対策



④ ため池の事前放流

●海南市では、
水利関係者（た
め池管理者）に
例年、ため池の
事前放流のお願
い

（依頼内容）
・大雨等のおそれ
があるときは、
ため池の水位を
低下させるなど
し、早めの対策
するよう依頼。

海南市

４



⑤ 農振地域の農転の監視を強化

●違法な農転がないかパトロール等による監視を強化。

出典：（農林水産省HP） 「農業振興地域制度及び農地転用許可制度の概要」 ５



設置した河川監視カメラ 河川監視カメラ画像

・H30年度に設置した河川監視カメラ
水位周知河川：日方川（海南市） １箇所

カメラ標準図

カメラ詳細図

⑥ 水位計、河川監視カメラの設置・増設

●和歌山県では、H30年に河川監視カメラを１箇所に設置。
●今後は、日方川の必要な箇所に河川監視カメラを設置していく。

和歌山県

６

取組概要

日方川 井田



三重県

②他県管理雨量計の表示

奈良県

③河川流域界の表示機能の追加

⑦ 和歌山県河川／雨量防災情報ホームページの改修 和歌山県

④国土交通省河川監視
カメラ映像の表示

ホームページの改修
【改修内容】
①河川監視カメラ及び水位計の増設
●河川監視カメラ ９６箇所
（H30：42箇所、R1：7箇所、R2：3箇所増設）

●水位計 ９１箇所
（H30：6箇所、R1：1箇所、R2：4箇所増設）

②他県管理雨量計の表示（R元年7月～）
●紀の川の上流域
（奈良県：２０箇所）

●熊野川及び北山川の上流域
（奈良県：１２箇所、三重県：９箇所）

③河川流域図の表示機能の追加
（R２年６月～）

④国土交通省河川監視カメラ映像の表示
（R３年４月～）

７

●和歌山県では、増設した河川監視カメラ、水位計をホームページで公表。
●ホームページの改修を実施。 URL：http://kasensabo02.pref.wakayama.lg.jp



⑧ ロールプレイングゲーム（RPG）を用いた防災教育 和歌山県

●平成29年の学習指導要領の改訂により、水害や土砂災害等の自然災害に関する内容が充実され、
今まで以上に、防災学習について学校の取り組みが進められることが考えられる。

●和歌山県土砂災害啓発センターでは、小中学生を対象とした防災学習に取り組んでおり、和歌山
工業高等専門学校と協働で開発した防災RPG「土砂災害が発生したとき」を用いた防災学習を
令和3年1月より実施。
●子供になじみの深いゲームを活用した学習教材であり、自主的に進める学習（自分ごと）となるため
理解が深まった模様。

＜参加した子供たちの声＞
「ゲームでシミュレーションすることで、どのようなこと
が起こるか分かった。」(小6 男)
「映像があったので実際に体験した気持ちになった。
日ごろから避難ルートを確認しておくことが大事だと
分かった。」(小5 男)

実施数（令和2年度）
小学校：5校、中学校：1校

【ゲーム画面】

【防災学習の様子】

R3.2.1 白浜町にてR3.1.13 那智勝浦町にて
８

≪ゲームのシナリオ≫
楽しみにしていた遠足。しかし、当日はまさかの
大雨！！大雨警報、土砂災害警戒情報の発表、
避難指示の発令と、次々と地域に防災・避難情
報が出されます。事前にハザードマップで確認を
していた避難所に安全に避難ができるでしょうか？



⑨ マイ・タイムラインを活用した風水害ハザードマップ作成

・風水害時の避難行動を自分ごととして考えることができるよう、市内の自主防災組織
会長や防災士を対象に「マイ・タイムライン」作成研修会を実施。

・マイ・タイムラインを活用した風水害ハザードマップを作成し、全戸配布予定。

海南市

マイ・タイムラインの啓発（R3年度）

河川洪水想定区域図(最大想定)作成・
配布【R元・2年度】（河川別）

風水害ハザードマップ作成・配布
【H28年度】（14地区別）

●今年度、最新の被害想定を反映するとともに、マイ・タイムラインを活用した風水害ハザードマップを
作成し、令和４年５月頃に全戸配布予定。（ハザードマップの学習面にマイ・タイムラインを掲載予定）

研修会の様子

９



⑩ 「和歌山県防災ナビ」アプリを配信

１０

和歌山県

１ 避難先検索
・災害発生時に安全に避難するための避難場所を簡単に検索できる。
・避難場所の安全レベルも確認でき、最短ルートを地図上に表示。
・避難途中にルートをそれた場合も現在地を常に表示して、正しいルートに誘導
・土地勘のない場所でも的確に避難できるよう、避難場所等の方向を地図情報
とカメラで確認できる。（ＡＲ(拡張現実)を活用）

２ 防災情報のプッシュ通知
・事前の登録なしで、気象警報・注意報や避難情報等の防災情報がプッシュ型
で届く。

・さらに、一時避難場所から別の市町村に移動しても、その市町村に発令され
ている避難情報等がプッシュ型で届く。

３ 家族等の避難した場所の確認
・家族等でグループ登録すれば、てんでんこに避難した登録者の居場所を地図
上で確認できる。

・また、避難カードの作成・共有ができる。

４ 避難トレーニング
・自宅等から避難場所まで実際に避難のトレーニングをすることで、その避難
経路や要した時間が記録できる。

・さらに、トレーニング記録に南海トラフ巨大地震の津波の到達時間等の想定
を重ねることで避難行動の安全性を確認できる。

【安全レベル確認】 【プッシュ通知】

【家族の居場所確認】【トレーニング結果表示】

白浜はまゆう病院裏駐車場
津波★★★ 標高26.0ｍ

５ 河川水位や土砂災害危険度情報の表示
・河川水位情報や土砂災害危険度情報などをリアルタイムで表示

＊アプリは、無料でご利用いただけます。
（アプリのダウンロード・ご利用にかかる通信料は、利用者のご負担となります。）

右記のQRコードからスマートフォンにダウンロードできます

◆お問い合わせ先 和歌山県総務部危機管理局防災企画課 電話073-441-2284

【河川水位、河川カメラ】【土砂災害危険度情報】

〇〇市：避難指示

〇〇市：避難指示
2021年05月20日 12時34分

避難指示 発令
〇〇地区



１１

●和歌山県では、避難情報の発令について、市町村が判断しやすい実用性
の高いものとして、和歌山県版の避難情報の判断・伝達マニュアル作成
のモデル基準を作成

●令和３年６月の改定により、災対法の改正により導入された新たな避難
情報に対応

【新たな避難情報】

⑪ 避難情報の判断・伝達マニュアル作成のモデル基準 和歌山県


